降りた くても 降れない と 云う 様な 空模様で、 蒸す 事 

甚ぃ。 

今朝 も 早くから 隣の 家で ピアノ を 弾いて 居る が 気に 

な つ て 仕様 力な レ 

もう 二三 年 あの人 は、 此処に 別荘 を 持って 居て、 つ 

ぃぞ 琴の 音 もした 事がない のに、 急に ピアノが きこえ 

て、 それが 又 かなりよ い 音 だ。 

おとといの 晚 から、 何 かして 居ても、 聞え ると、 一 

寸手 をと めて 耳 をす ます。 

食堂の 出 まどに 腰 を かけて、 楓の 茂みの 中から 響い 

て 来る 音に 注意す ると、 Havdn の ものら しい 軽い 踊 
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